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久
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図
'r
最
も
中
市
一
だ
曾
之
官
一
塊
し
得
投
与
し
究
と
し

c、
米
議

L

I

J

然
は
常
、
代
虫
歯
川
一
位
一
本
上
九
汁
に
鍵
構
成
上
の
官
泌
を
賦
自
身
に
於
℃
も
之
れ
を
一
一
一
十
年
以
前
代
引
い
℃
礼
一
一
一
恥
の

ι一一rt-プ
る
に
吐
、
上
り
ず
‘
廷
に
一
連
総
交
泌
の
方
面
に
於
て
も
一
代
減
少
し
た
み
ぞ
見
る
な
ら
o

@

前
一
一
高
!
な
ザ
J

賦
奥
-
を
興
、
ム
ふ
に
・
省
、
m
な、
b
w
q
b
B
。
米
同
/
熱
心
な
る
保
護
論
者
よ
合
成
る
米
凶
氏
に
し
て
瑚
閣
内
交

内
の
一
宮
内
八
千
引
に
亙
る
舟
航

L
待
可
う
旬
以
一
は
庄
一
践
に
一
日
仰
の
白
山
よ
λ

リ
卒
得
す
る
利
金
か
し
収
々
す
一
る
を
羽
一
u
u
r配

列
附
訟
の
使
古
血
ハ
ヘ
防
援
に
は
川
町
泊
予
ピ
駆
っ
℃
祭
礼
乞
紙
一
る
趣
味
め
る
乙
1

乙
に
崩
す
る
な

b
o
淘・に
4n-
然
配
ー
:
恥
川
一
川

抱一
t
L
!
似
て
汽
一
必
勝
仙
仰
の
競
守
片
山
供
へ
し
ひ
る
の
効
ゐ
一
世
界
代
於
て
絡
胤
判
的
交
日
仰
の
自
由
、
を
有
す
十
段
川
悦
ル
ト
川

一げな
λ

リ〈川
m
k
米
側
内
の
幾
多
の
大
一
湖
は
海
に
向
つ
℃
一
泊
了
。
地
域
営
形
成
す
る
も
の
に
し
て
、
前
凶
務
削
ペ
ヌ
レ

4

・十

vy

路
な
き
の
紘
一
期
ゐ
る
も
然
も
内
凶
の
一
泌
総
交
泌
か
い
は
銀
上
一
一
か
作
品
A

蒋
1
議
伶
川
代
一
於
け
る
二
十
年
間
L

中
に
記
し
℃

1
K
1
1
鳴

り

'd
設
を
耐
火
へ
一
方
は
殺
伐
な
る
釧
一
一
銭
坑
井
に
撃

J12一
闘
が
斯
く
依
田
介
-K
類
例
な
h
H
馳
逢
佐
伯
や
し
五
大
一
な
る
州
政

…深
u

体
¥
J
J

，o他
方
は
一
成
大
畑
一
…
泌
な
る
山
主
併
比
一
泊
、
じ
て
絶
好
な
…
を
お
制
限
し
待
た
る
は
み
一
〈
自
由
貿
易
よ
，
、
保
護
政
策
止
を
同

一J
J
J
市
げ
供
せ
よ
ソ
一
、
今
日
此
等
部
的
大
湖
上
の
平
均
一
法
長
竺
桃
山
代
併
用
7

じ
た
る
の
賜

r
i
よ
9

」ー
ι前
ヘ
十
一
が
如
く
川

信

~-M
叫
に
μ
刊
う
僅
に
十
九
州
の
六

J
V
し
に
池
町

-
A
V

ず
、
尚
一
同
内
の
間
的
大
な
る
市
場
之
急
速
な
る
人
口
の
官
加
と
ま
学

し
℃
停
年
リ
ノ

i
-
4
7
ン、

y

i
運
河
bJ-}

山
地
過
す
る
桃
山
川
洲
一
に
し
て
必
然
保
護
政
策
、
に
令
官
4
3免
除
、
就
帆
自
配
W

1
1蘇
士
山
性
…
川
の
五
倍
以
上
代
弁
れ
6
0
m
w
e
m
泡
の
敷
引
一
竺
守
の
校
総
及
び
版
路
ど
得
る
の
閑
灘
、
よ
λ

リ
結
果
}
レ
・
来
る
制

叫
一
川
易
な
る
事
業
に
じ
℃
‘
.
米
側
人
は
其
組
織
に
締
特
の
，
般
の
際
出
品
自
よ
b
米
側
工
業
主
荻
J
J
F
A

乙
と

k
符
ぜ
し
め
た
る
-

恕
腕
を
宿
す
る
1ι
共
に
其
経
緯
に
も
亦
一
棋
の
特
技
を
有
な
rリ
o

l
J
1

断
次
運
賃
低
減
に
成
功
し
℃
今
日
に
於
℃
は
苧
均
一
最
後
に
八
廿
泉
闘
は
薬
工
業
制
皮
を
会
(
本
白
な
る
基
礎

宇

一

、

断

川

町

一

六

1

シ
M
F

し
と
な
れ
190

之
れ
資
h

仏
政
測
の
如
何
な
る
の
上
代
総
設
す
み
ど
得
た
る
に
凶
h
?
利
す
る
所
多
民
い
い

し
、
一
ー
↓
長
島
一
:
員
鑓
観
樹
園
翻
盟
関
関
翻
盟
関
盟
関
関
盤
溜
関
盟
諸
幽
霊
品
調
機
関
留
閣
総
器
問
題
関
関
電
器
認
調
爵
関
関
魂



22' 

一
一
一
郎

F
C
i
な
る
。
ー
が
く
て
所
詮
は
夢

ι印
公
想
之
の
別
も
監
・
に
税
め
℃
ゐ
る
。
留
め
qo
小
鬼
之
食
し
い
小
児
と
の
問
に
は
同
「

皮
の
ι~

…
A
M
A
h

札
節
す
る
に
変
4
0
0

但
だ
穴
ι
ー
想
は
、
高
一
偲

3
4
b食
以
た
い
出
金
-
鶴
に
も
著
し
い
相
述
、
が
ゐ
る
。
貧
し
い
小

一ぐの

ι々
有
す
る
想
像
的
再
生
的
結
活
動
を
包
合
児
は
「

I

決
し
て
?
な
い
と
と
し
与
十
分
の
食
物
ぷ
u

j

す
と
も
に
・
と
一
平
ふ
に
警
d

な
い
。
乃
ち
袋
一
想
舞
惑
の
雨
一
極
乙
it-
し
が
最
大
宇
一
腕
、
最
大
懇
で
で
あ
る
け
の
風
が
見
え

jrmmm…
清
弘
川
去
っ
℃
止
ま
b
他
一
同
士

-
A

腕
の
充
足
し
る
。
八
歳
か
ら
十
歳
、
ψ
a

仇
で
の
少
女
は
能
く
ん
札
税
制
‘
の
い
た
忠
一

ぞ
'
o
t
t
日
N
m
H
U
考
紋
態
の
手
前
に
止
ま
っ
て
ゐ
る
。
想
1

1
可
能
w
?と
不
可
能
率
t

と
を
浪
治
梅
闘
し
た
十
十
ん
な

は
刈
は
年
齢
に
は
品
川
ど
今
、
闘
は
ら
な
い
所
の
普
渇
的
現
空
想
を
描
く
も
の
で
あ
る
が
同
年
の
少
年
に
は
そ
の
績
の

象
?
の
る
。
殊
に
青
年
期
に
於
げ
る
特
色
で
あ
る
。
袋
一
偲
は
払
?
?
多
く
は
な
い

o
b
bと
す
れ
ば
そ
は
少
女
の

判
U
M
M
川
町
日
れ
れ
ば
判
別
軒
以
じ
れ
れ
ハ
バ
川
ト
阿
川
流
的
配
れ
れ
ば
い

杭
後
一
般
の
m
何
度
に
空
相
ぜ
ら
れ
る
の
一
一
一
に
於
て
合
理
的
で
、
宗
め
る
践
の
を
ア
減
配
念
一
切
に
峨
1
3
h
u

七
歳
か
ら
入
歳
、
玄
一
川
、
の
怨
-
怨
は
そ
の
内
容

Y
W地
戯
若
く
は
…
そ
の
物
を
手
段
と
見
る
駄
に
於
て
非
現
質
的
で
あ
る
。

u

一
.
し
℃
見
-λ
、
川
、
…
開
い
て
見
た
い
L
等
の
た
い
事
に
取
っ
一
が
し
所
理
同
め
る
践
の
幸
一
臓
は
本
質
上
賢
一
際
的
物
…
句
的
比

一
h

ゐ
J
J

い
一
目
小
児
の
記
…
総
心
象
は
甚
だ
た
し
が
な
も
の
…
傾
く
と
と
は
守
は
れ
な
い
。
官
み
た
い
Y

窓
訟
は
佐
々
に
し

げ

?UF益
却
は
如
何
に
畿
、
b
う
I

乙
も
窓
…
獄
中
の
主
人
会
は
…
℃
要
求
的
本
一
艇
に
基
く
も
の
で
強
い
商
業
的
本
母
・

8
象

引
に
わ
れ
自
ら
で
わ
る
乙
止
は
き
定
位
す
る
。
遊
戯
・
と
~
カ
の
乏
し
い
と
之
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
。
十
歳
ー
が
い
れ
四

一
あ
っ
て
も
暗
然
に
銭
倒
し
て
五
憾
の
迩
動
を
自
由
比
河
川
ハ
プ
歳
ま
で
の
窓
想
は
殆
yh遊
戯
般
有
の
時
左
越
〉
え
る
も
の
で

し
h
u

る
戸
列
遊
戯
が
彼
等
代
允
も
好
ま
れ
る
腕
で
、
た
い
な
い
。
漁
獄
、
釣
魚
、
競
走
、
強
行
、
官
除
等
は
皆
是
れ

撃
の
中
で
は
食
ひ
た
い
物
の
心
象
の
意
識
の
大
部
分
を
占
彼
等
が
窓
想
の
釣
象
な
の
で
あ
る
。
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名
替
の
空
間
以
ま
台
半
時
代
に
始
ま
る
。
少
年
時
代
に
於
℃
一
臓
を
怠
懇
し
允
，
O
J
家
の
諮
ι
り
や
家
具
や
装
飾
ま
で
も
浴
想

〉
A

子
引
を
認
川
℃
長
び
た
い
嬰
求
は
な
い
で
は
な
す
る
の
で
わ
る
。
女
子
の
怨
怨
す
る
家
屋
は
ぬ
ぐ
ま
つ
允
や

け
川
川
一

U
Uは
静
岡
面
的
一
時
的
の
要
求
で
稀
に
近
主
的
問
う
に
零
乞
凝
ら
し
℃
わ
る
。
男
女
を
問
は
ず
怨
一
都
中
の

し
ド
い
い
れ
邸
側
お

9

る
汁
ぃ
リ
A

じ
わ
る
。
青
年
時
代
は
之
に
反
し
℃
4

異
性
は
紙
ね
現

t

貨
の
友
人
で
わ
る
之
一
五
ふ
の
も
一
奇
j

f

多

断
れ
が
配
に
史
料
ど
一
周
す
る
や
う
に
な
る
。
一
一
く
の
女
子
は
空
似
の
家
に
子
供
お
へ
後
見
す
る
-
家
屋
雄

日
十
歳
一
引
か
ら
者
総
の
影
響

SAく
る
乙
と
が
拶
し
く
て
一
一
築
の
怨
畑
山
は
必
ず
し
も
織
変

η

終
結
婚
の
怠
畑
山
氏
限
リ
た
!

?
」
読
ん
だ
者
絡
を
単
に
再
生
し
た
か
ト
ら
ぴ
の
極
〈
想

J

像
丁
と
は
な
い
。
設
計
的
本
能
を
布
す
る
か
f
乙

6m-J九
一
け
川

十
乏
し
い
お
…
泌
を
描
く
わ
治
相
く
は
そ
の
書
絡
を
派
料

ιし
一
代
巧
み
な
家
屋
一
紘
一
築
の
お
畑
山
に
耽
る
お
も
あ
る

4

品
目
話
江

℃
織
り
成
せ
る
印
公
想
を
怖
く
の
で
わ
る
の
一
方
艇
と
も
此
ら
れ
る
事
柄
が
広
想
の
内
-
絡
を
形
づ
く
る
場

銭
い
又
少
年
青
年
の
時
代
た
述
ヒ
℃
作
話
的
祭
想
と
一
式
ム
一
一
会
は
食
日
刊
の
多
く
総
験
す
る
所
で
ゐ
る
。

い
り
ふ
れ
i
る
j

ム
仰
い
恨
の
こ
之
何
位
ぜ
か
の
物
認
を
作
り
上
げ
℃
一
一
心
理
主
ガ
Y

ト
シ
は
、
人
停
に
そ
の
心
象
の
性
質
、
に
も

立
涜
限
し
た
1

乙
一
千
議
)
時
と
す
る
と
同
ヒ
物
誌
を
作
土
多
大
の
支
持
・

42乙
と
k
先
制
唱
し
た
。
彼
の
腕
究
は

ιux

f
?
?は
は
能
く
芝
す
る
所
。
之
之
関
聯
し
て
一
一
は
患
の
心
象
を
わ
b
〈
と
術
主
得
る
人
も
ゐ

ιJ

Yな
友
・
人
、
側
々
山
似
合
ム
他
人
、
歴
史
上
の
人
物
、
想
一
象
な
る
些

yd
へ
も
単
な
る
比
一
倫
代
過
ぎ
な
い
と
則
似
有

投
げ
人
仰
な
刊
と
を
翌
ず
に
空
想
的
曾
話
を
換
は
す
乙
之
も
一
一
す
か
ら
摘
出
の
能
力
乞
敏
い
℃
ゐ
る
人
の
わ
る
乙

ιvd}例一統

一引い

o

j

J

，

・

、

し

た

。

活

感

お

そ

の

他

一

般

に

抽

象

的

の

思

考

に

一

蹴

る

人

!?に
-
b
j
℃
は
十
七
歳
以
上
、
女
子
に
わ
ら
℃
は
向
ほ
々
は
抜
本
た
る
方
に
わ
た
h
u
A
t
小
忠
弘
前
者
の
港
弓
ぺ

w

l
i
J防
ょ
・
9
し
ば

J
V段
焚
及
結
焔
の
広
畑
ゆ
が
経
験
せ
ら
る
女
子
に
歪
つ
て
は
そ
の
棟
換
で
あ
る

ι一
五
っ
た
c

必
現

r
i
o
J徳
行
ー
の
る
配
偶
者
そ
得
た
る
綿
戒
の
仏
向
上
な
吉
孝
卒
者
ピ
、
苅
・
ツ
ト
は
ガ
Y
ト

y
の
研
究
訟
に
依
っ
た
も
の
〉

ば
去
R
P

‘ふ官
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尚
一
位
一
歩
を
議
め
た
も
の
で
わ
る
ー
一
彼
ば
心
象
叫
が
如
何
な
時
と
す
，
る

ι意
思

-gdか
ら
ふ
て
ま
で
も
魂
は
れ
る
ゆ
倍
強

る
事
皮
設
で
意
思
の
支
配
を
受
け
る
か
古
研
究
し
た

G

…
析
が
ゐ
る
ι

乙
の
主
総
は
激
し
い
情
緒
や
温
度
〉

E
J
こ一向

一
ゅ
の
ソ
劉
象
に
彼
の
姉
妹
を
用
ゐ
て
多
年
苦
心
の
結
果
雨
入
聯
し
て
伶
ふ
も
の
で
銑
比
一
認
定
訟
に
近
い
い
幻
わ
り

の
問
に
馨
し
い
タ
イ
プ
の
登
山
却
を
認
め
た
。
ふ
た
よ
り
ー
と
も
可
い
。

没
ぷ
…
〈
の
能
力
は
持
つ
℃
ゐ
て
も
き
そ
が
斜
め
に
一
誌
の
内
容
が
告
に
な
る
に
つ
れ
五
訟
は
ま
す
〈

大
な
る
努
力
を
裂
し
而
も
そ
の
心
象
が
妨
の
そ
れ
よ
dbも
一
被
裁
と
な
ら
自
礎
的
と
な
λ

リ
そ
り
奈
川
出
ど
米
戒
均
こ
効
ハ

不
完
全
で
叉

Y
そ
れ
を
ば
続
々
に
豹
秘
し
狩
る
の
能
力
を
一
せ
る
所
よ
ム
リ
抑
制
品
川

v

の
結
合
い
ま
ト
仁
川
恥
一
作
恥
則
前
れ
ん
u
h

快
い
て
ゐ
た
射
を
し
て
若
し
そ
の
心
象
々
自
殺
的
に
品
こ
る
や
う
に
な
る
。
支
し
世
代
一
川
和
別
主
持
せ
ら
れ
る
も
の

市
川
約
一
は
砲
の
や
う
に
自
殺
的
に
・
込
ら
し
め
ば
そ
の
内
公
は
も
多
年
の
苦
心
一
労
作
の
給
一
栄
で
は
い
か
ら
げ
が
叉
た
迎
論

仙
沼
笛
且
つ
一
複
雑
ー
に
な
る
計
且
り
で
わ
っ
た
。
乍
併
、
妹
は
非
的
本
一
想
乞
器
械
的
-K
働
か
せ
た
結
果
つ
ひ
に
鍵
を
強
つ
な

常
に
問
機
な
る
認
総
心
象
之
、
手
伝
任
意
的
に
拙
う
符
の
で
あ
ら
う
。
事
賞
、
大
詰
一
家
の
山
誌
が
た
を
制
山
川
打

vv大
な
る
カ
ペ
資
験
的
情
一

2
1〈
還
に
且
つ
る
所
で
又
た
彼
等
の
多
数
は
少
年
時
代
か

b;設で

俊
一
日
例
代
閣
総
し
令
る
の
能
力
を
持
つ
℃
ゐ
た
ー
そ
の
か
は
あ
っ
た
乙
と
も
U
M
は
れ
な
い
o

ス
ペ
ン
サ
!
は
そ
の
時
前

7
J
清
川
町
コ
ン

;
l
yを
快
い
℃
べ
ω
た
か
ら
心
象
は
意
の
中
、
ベ
極
端
な
る
架
広
勝
し
が
少
年
川
町
代
か
ら
な
μ
礼
町

L
f
mな
く
て
は

w
b符
べ
か
ら
ぷ
る
も
の
と
ま
で
思
る
ま
で
釘
緩
い
た

ι一
お
っ
て
ゐ
る
0
1
・
安
心
鮮
の
布
告
な
る

つ

τ尉
た

の

で

あ

る

は

談

し

も

之

を

信

ず

れ

Y
し
も
、
我
は
し
か
ら
ず
。
中
府
を

保
っ
と
と
を
特
ば
却
て
有
利
な

b
o
怒
れ
一
一
舶
の
総
設
的

想
像
に
し
て
之
な
く
ば
大
業
を
成
し
滋
ぐ
る
乙

t
能
は
ず

我
が
架
窓
鮮
は
大
業
を
成
し
泌
総
?
べ
主
総
械
た
よ
り
道
具
た

25 

る
お
力
が
b
M
唆
的
に
活
動
し
た
る
に
外
な
ら
ず
し
『
乙
去
っ
児
や

u

加
者
は
恐
ら
く
は
空
想
し
は
し
な
い
だ
ら
う
。
蕊
し

じ
ω
ヤ
乞
の
偉
人
の
偽
記
も
究
ス
ペ
シ
サ

1
2
彼

等

は

究

会

寸

ら

そ

ら

的

印

脱

出

れ

い

財
保
ど
た
し
わ
め
℃
わ
る
以
上
一
概
に
広
…
娘
、
ど
斥
け
る
の
は
ら
で
わ
る
。
伎
が
-t
・ri-
は
れ
1
鼠
調
…
ゆ
る

fir--ss

u叫
し
心
理
…
問
的
整
何
で
は
な
い
。
一
官
一
撲
も
美
術
、
も
文
率
、
も
(
者
に
は
渉
も
感
想
も
な
い
そ
ゐ
ら
う

4

ー
リ
コ
川
崎
い
け
バ

刻
。
エ
日
口
氏
ト
ミ
ム
所
は
少
な
く
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
苔
一
が
そ
の
材
料
を
奥
へ
な
い
山
、
げ
で
刈
る
〈
身
併

maaカ

へいが
d
u
u
u
一
附
ま
体
大
な
る
窓
想
の
資
一
障
で
は
な
く
物
一
直
ち
に
眠
b
b
L
誘
ふ
か
ら
え
d
る
商
-
比
一
利
一
点
り
悶
人

t

A
1

や
う
な
い
引
酌
U
耽
る
本
代
創
治
的
街
勤
は
め

34れ
一
以
ハ
ノ
℃
は
家
庭
友
人
の
心
象
w
d

へ
年
と
共
に
踊
ゾ
J

日

な
い
o

屯
ザ

1
ト
や
一
フ
プ
ア
エ
の
空
想
以
賢
一
際
的
労
作
了
。
、
空
想
の
物
的
一
特
質
は
捜

i

官、
u
A
一
ぴ
筋
肉
の
弛
緩
で
わ

り
注
し
て
得
た
る
空
想
で
わ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
Y

や
屯
ハ
メ

7
0
志
一
に
耽
る
問
は
わ
た
ら
一
の
物
一
言
謝
し
て
み
ア
く
不

:
は
い
づ
れ
も
武
志
家
の
人
で
ゐ
っ
ち
し
と
を
記
せ
伝
一
閥
抗
雨
の
悠
皮
を
取
る
。
走
れ
き
・
、
ゐ
る
o
m
誌
の
事
一
物
ー
に
溺

5ら

ね

。

湿

器

官

民

絡

協

努

力

の

結

果

で

…

し

て

P
P
4
2眺
め
を
や
る
。
読
め
パ
、

i-20

1

川い
0

1

‘J
1

一
眼
筋
が
仙
叫
ん
で
税
総
が
出
命
日
は
な
い
や
ヲ
に
、
一
4
仇
的
に

け
r=出
k
h
q
-
ゅ
の
kr
静
な
る
川
容
。
制
腕
心
象
の
か
の
づ
…
な
る
。
そ
の
他
歩
行
=
柴
崎
‘
紘
一
続
、
洗
濯
等
の
如
告
す

ぎ
J
V
E

急
措
{
す
-RUJ-dι

一
日
仏
具
な
D

白
働
市
の
士
-
予
こ
従
ム
場
、
ぷ
の
印
公
初
代
於

r'り
字
ぴ
出
づ
る
場
合
は
縦
験
せ
ら
れ
る
。
文
取
も
亦
乙
一
べ
℃
r

F

H

U

S

h

自

t
4
.
i
t
/

W
M刊
か
想
の
白
俊
一
附
ひ
ら
め
九
日
に
お
支
所
や
極
-
め
℃
大
。
一
℃
筋
肉
…
拠
絞
り
悲
し
い
例
は
お
に
後
品
川
!
ら
れ
る

そ
の
例
に
ロ
レ
リ
ノ
Y

ヂ
の
同
去
ら
げ
ロ
ロ
を
泉
げ
る
の
必
要
ヘ
策
侍
時
、
月
の
夜
、
容
髪
、
し
め
勺
京
一
白
川
パ
リ
唯
一
ド

も
ド
ぃ
。
最
返
し
℃
云
ふ
が
精
判
的
内
容
に
宿
U
者
に
し
瀧
の
昔
、
す
べ
℃
注
意
を
波
J

り
す
や
う
な
れ
と
郡
日
興
財

乏
な
あ
や
怨
恕
の
主
隙
た
る
乙
之
島
る
と
並
ハ
に
そ
の
な
い
講
義
や
説
滋
や
演
説
ゃ
、
ポ
ツ
と
燃
え
寸
っ
パ
ー

の
喜
の
如
何
に
尚
孟
や
志
の
ま
が
分
れ
る
。
治
る
火
を
見
詰
め
る
時
、
，
縫
い
〈
去
を
眺
め
や
る

W
え

品医・
占
朱

銭

ご
一
七
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来援

一
二
八

録

リレー
ιJ一
時
比
一
J

明
、
限
る
前
の
床
の
中
が
え
布
引
に
有
利
な
(
新
う
云
P
A
忠
-
一
想
の
気
分
は
人
い
い
，
汁
路
川
市
立
を
典
へ
る
d
I

A
m
A
メ

品

型

付

外

な

ら

な

い

。

…

の

で

み

る

。

凡

-
m
f側
一
抑
的
-
疲
労
は
や
が
℃
訟
怠
の
否
情
波
な
る
乙
土
苔
人
は
病
的
空
怨
に
就
℃
一
言
す
る
の
憐
守
主
し
そ
o

一

を
芯
除
す
る
。
び
れ
ば
と
て
注
意
の
不
活
液
な
る
時
の
み
…
病
的
宅
一
惣
の
場
合
に
は
筋
肉
の
弛
緩
と
一
引

U
Uは
日
〈

誌
の
好
時
で
は
な
い
。
た
ま
〈
有
意
思
芯
お
っ
…
℃
局
部
的
経
及
び
芯
が
告
や
雨
手
や
震
の
迩
助

1
司
め
て
怨
訟
の
題
目
を
挺
へ
る
と
と
が
あ
る
。
一
則
し
て
…
に
現
は
れ
る

G

こ
の
本
一
砲
は
大
人
の
多
く
桜
験
ず
る

h
?

の
題
目
、
が
不
愉
快
な
ら
ば

ψ
え
て
失
〈
な
る
。
前
に
も
一
快
い
榔
菅
波
や
す
d

惹
均
一
主
党
え
る
普
泌
の

S
Rと
ま
れ

R

…
地
べ
た
が

4
賓
の
有
無
に
拘
ら
ず
論
理
的
次
序
に
依
℃
物
一
磁
別
す
ぺ

3
も
の
で
わ
る
。
凡
モ
内
容
ま
ト
上
町
一
的
引
制
iM

読
め
い
た

Z
棋
を
打
殺
て
る
場
合
な
ど
が
是
で
ゐ
る
。
六
ム
闘
…
氾
で
、
極
め
て
怨
象
の
与
こ
乏
し
r
u
t
司
令
の
病
的
一
間
一
川

想
に
伶
λ
情
緒
は
常
に
沈
え
で
ゐ
る
是
れ
永
ら
く
ま
か
加
刻
一
は
し
ば
/
¥
自
宅
ζ

川
議

1JMれ
v
p
h
b
i
-

号
制
緩
系
統

J
苧
イ
ザ
潟
め
で
ゐ
ら
打
。
一

i
j
1
7
依
て
謎
け
得
灯
引
い

pfれ
す

れ

jiu
一一

ぃ
…
想
仏
、
の
物
は
万
台
て
ら

v
m
m
b
は
何
時
町
一
と
し
℃
総
快
一
土
件
ム
ゐ
、
b
ば
乙
の
本
一
怨
は
堪
ム
ベ
じ
い
一
る
誌
を
成
ず

mmえ
げ
る
は
な
い
。
三
否
定
し
て
室
長
快
を
器
〉
る
の
で
ゐ
る
。
も
が
け

E
も
〈
之
を
逃
げ
る
に
自
の

1
1
J
J
要
素
で
あ
る
と
一
X
A者
も
わ
る
が
是
れ
間
半
代
主
怨
後
カ
は
除
。
に
無
能

ιな
る
。

i

k

d

u

の
結
県
営
見

τ~公
認
そ
の
物
を
内
省
じ
な
い
か
ら
の
謬
白
川
サ
ノ

1
0
ジ
エ
ム
.
ス
(
ク

y
ヒ
ト
ン

o

プ
ロ
ク
ン
の
見
解
に
依

で
み
一
三
ラ

c

♂
絞
そ
の
物
は
決
し
℃
不
愉
快
命
令
は
な
い
。
れ
ば
ゐ
ら
ゆ
る
夢
及
川
ω
率
低
の
心
的
紙
一
路
は
成
病
的
傾
向
~

議
問
題
問
問
題
器
問
題
関
線
鰯
自
誤
認
選
議
題
関
署
員
喜
問
題
調
劉
溺
問
題
盟
関
富
鶏
議
員
器
調

bz
持
つ
℃
ゐ
る
い
も
の
、
換
点
一
目
す
れ
ば
健
全
な
る
締
刊
に
は

心
身
上
何
等
の
治
的
傾
向
?
"
見
出
す
乙
之
は
出
来
な
い
も

の
匂
わ
る
。
之
ど
た
し
、
が
め
る
た
め
に
滅
州
ぃ
州
の
後
作
I
C

も
思
は
れ
る
や
う
な
組
々
の
広
想
を
引
例
し
て
怨
必
に
悶
L

絞
情
感
山
に
を
綴
く
者
の
必
ず
日
曜
す
る
一
点
川
柳
は
制
人

は
れ
た
I

乙
一
氏
、
ム
天
才
の
人
々
は
怨
訟
の
た
め
に
如
何
に
事
一
主
義
及
び
枇
科
主
義
の
雨
M
T
潟
、
が
彼
の
似
mm労
力
説
的
ち

業
の
阻
害
を
受
け
た
が
を
仏
側
、
ヒ
た
。
し
か
し
乙
の
見
仰
が
一
財
の
似
値
は
傍
力
h

作
用
-
り
生
ず
る
も
の
に
し
て
防
℃
之
が

及
、
し
℃
正
常
な
る
や
一
台
や
は
今
始
く
怒
川
と
し
℃
佼
コ
ね
一
高
な
決
定
す
る
唯
一
の
派
出
は
野
力
の
分
散
に
あ
)
り
之
公

ば
な
る
合
い
。
今
日
ま
で
の
例
先
に
依
れ
ば
広
州
泌
が
病
的
一
ム
説
に
就
℃
偶
然
に
も
一
致
し
れ
ιバ
凡
之
氏
品
川
川

γー

に一似
h
d
易
い
の
は

-Tし・
1
滅
的
怨
像
力
詰
い
人
々
に
一
今
均
等
一
り
宮
川
刈
川
町
ー
ヌ
州
五
日

yz、

阪
ら
れ
℃
わ
る
。
主
主
白
川
一
致
上
の
大
気
山
家
、
も
批
ね
誠
一
刻
汁
判
例
ぺ
警
十
一
な
る
雨
一
紫
哀
の
諭
訟
を
妨
げ
ば

uT定

的
想
微
力
の
す
と
大
る
後
述
し
た
人
々
で
わ
っ
た
。
グ
ン
一
の
如
し
。

夕
、
ミ
Y
ト
ン
、
ヌ
メ
ツ
ト
、

3
5
Z
Y
Z
M二
、

引

い

の

説

。

拡

張

俗

名

し

埋

設

是

れ

で

あ

る

。

…

償

似

主

役

る

が

錦

、

に

は

防

よ

b
奈
川
物
が
怒
川
わ
る
と
之

前
性
問
に
於
け
る
安
川
仰
の
内
総
形
式
、
が
如
何
代
大
な
る
相
一
を
必
要
・
と
す
る
も
英
外
向
(
ご
財
貨
の
稀
少
な
る
乙
と

訟
を
一
不
ず
か
は
以
上
の
所
説
に
依
℃
や
〉
怨
せ
ら
れ
る
で
…
コ
コ
ア
γ
乞
ぬ
る
に
必
要
な
る
努
力
の
分
泣
わ
る
と
之
な
必

わ
ら
う
。
必
れ
一
は
謎
象
及
。
仏
特
例
目
的
訓
練
に
山
る
の
で
、
要
と
す
る
も
の
な
ら
然
れ
ど
も
今
日
此
の
第
一
の
要
件
に

M

I

-

-

L
、

会

1
1
;
ド
コ
ざ
永
削

L

:

わ
ら
う
け
れ
V
し
も
又
た
以
て
耐
性
聞
の
祁
誌
が
-
如
何
に
内
依
'
り
℃
其
ム
ハ
抜
位
侃

4
v
b
ド

A
M
ソ
ら
る
〉

F
Mね
芸
品
μ
布、
f
・

i

存

的

で

根

本

的

マ

あ

る

か

が

似

る

。

し

℃

多

11
は
皆
な
第
二
の
一
必
件
印
ち
誕
生
産
に
喪
せ
ら
れ

た
る
勢
力
の
凡
作
品
叩
一
に
よ
ら
て
の
み
支
配
せ
ら
る
〉
も
の

一
路
締
亭
史
上
の

奇
観E

E

，ノ

Ab---av 
h
i
 

-
-
司
令
会

F
心
E
E
，

小

27 

、総

一
日
い
丸

謀長


